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Sadato MORIMASA ; .Researches at Home and Abroad on the Body Condition 
(Especially, the ConL0rmation and the Body-weight) to Fit for the Draught 

Animal. I. The Body Condition Favourable for the Function of Equilibrium 

ABSTRACT. The present writer has so far verified that*the condition for the 
equilibrium in the movement of rotation along the longitudinal section of the body of 

the draught animal in station with the imposed draught"is 

F Dlh + Wp ･Dgh = . . . . . Formula 1 O
 

C F : the weight of the draught Dlh the vertlcal drstance between the trace and the 

axis of rotation of the hind-hoof, Wp : the body-weight which participates in the 

moment of rotation ( = F･Dlh ) , Dgh : the horizontal distance between the centre of 
Dgh 

gravity and the axis of rotatio'n of the hind-hoof) 

Based on the other experiments the following assumption is made : that when the 

draught animal walks in draught, *'the condition for the equilibrium in the 'movement 

of rotation along the lon._"itudinal section of the body of the draught animal in the 

beginning period of the duration of non-support by the opposite hind-1imb ( = the 

beginning period of the duration in which one hind-hoof works as the major axis 

of rotation) " 

F･Dbnh' + Wbnh . D bnh' _ . . Formula -9 O ... 

is of essential importance. CDlbhnh' : the vertical distance between the trace and the axis 

of rotation of the hind-hoof in the beginning period of the duration of non-support 

by the opposite hind-limb (Pebnh' ) , W~nh' : the body-weight which participates in 

the moment of rotation in Pcb*h' Dbnh' . the honzontal drstance between the centre 
' gh . 

of gravity and the axis of rotation of the hind-hoof in Pebnh'~, and 

that "the condition for enabling the animal to walk in relation to the equilibrium 

along the longitudinal section of the body of the draught animal in draught"consists 

of the two cases : one is the case of the complete fulfilment of the condition for the 

equilibrium, and the other is the one in which the moment of rotation by the body-
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weight which participates in the moment of rotation in Pebnh' (W~nh' . D ~lhlh' ) is a 

little greater than the moment of rotation by the weight of the draught (F ･ Dlbhnh' ) 

That is, 

bnh' . Dbnh' l F･D I < I W~nh l 
With Dlh , which is a factor in Formula 1, as the basis of the Lactor in the posture 

of the draught animal, the geometrical analysis was made as follows (Hph : the height 

between the point of the attachment of the trace and the axis of rotation of the 

hind-hoof, Dph : the horizontal distance between the point of the attachment of the 

trace and the axis of rotation of the hind-hoof, : C~ the angle which the line of 
direction of the trace makes with the horizontal line) : 

Dlh = (Hph - Dph Formula 3 ' tanoi) sin (90'-a) . . . . . 

_ p Hph _ tan cli) sin (90'-ot) . . . . . 

D h ( Formula 4 ~ Dph 
D bnh' can also be analysed in this way 

lh 

Based on these theories, "the body condition which can equilibrate the moment of 

rotation by the greater amount of the weight of. the draught"is assumed as follows 

1. Wp Or W~nh' is great, accordingly the body-weight itself is great 

(according to Formulas I and 2) 

2. D gh Or D ~~h' is long (according to Formulas I and 2) 

And in relation to this, 

a. The body is long, and the trunk and the hind limbs are strong 

b. The conformation is the one which has the centre of gravity placed 
f orward 

3. Dlh or Dlbhnh' is short (according to Formulas I and 2) 

And in relation to this, 

a. In the horizontal traction (c~ =0') Cln this case Dlh is calculated as 

follows : Dlh= (Hph-Dph ･ tan cii) sin (90'-a) = (Hph-O) x l=Hph) , Hph 

or H bnh' is low accordingly the height of the body is low (according 

to Formula 3) 
11Jbnh' 

Hph nph is small b. In the angle traction (according to Formula 4) D ph or T~bnh' 
JJph 

Accordingly, the height of the body is relatively small in relation to the 

length of the body 

Here in Review I, researches and explanations made both at home and abroad are 

collected according to the construction of the theory of this writer with a view to 

contributing to the theorization or systematization of those achievements, and at the 

same time to the backing of the theory of this writer 
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けん引用役畜に適する生体条件に関する内外の諸業績 59

　　　　　　　　（文献1・頁u6）
　羽部（1941）は「どんな体型の牛が役用として適当であるかという問題に対しては，すでに

ドイツ農業協会が1890年代において，種々役牛能カ共進会を開催し，かつ，研究したが，つい

に到底かかる複雑多岐なる問題は解決し得ざることを知り，ついに1899年以後はこの研究会や

共進会を廃した事実にかんがみてもこの問題はすこ一ぶる研究するのに困難で，学術的には寧ろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・52）
不可能事であるかも知れないが　　」と述べ，KRUGER（1957）は「能カ試験は，水準以上

に能力ある馬を見付ける。外貌審査は，むしろ悪いものを見付けるのに役立つが，能力試験は，

むしろ良いものを見付けるのに役立つものである。外貌審査は，有能馬を鏡く選定するには，

まったく充分ではない。外貌審査は，誤り1が大きく，能力試験よりも間違うことが多い。能カ

試験は，外郵審査よりも正確に測定するが，それはただ能力，また。それも全体として明らか

にするに過ぎない。外貌審査と能カ試験とは，ともに必要で，お互いに補い合うものである。」
　　　　　　　　　　　　（3・171）
と，佐々木（1961）は「最近の学問の進歩は激しいので，元来外貌と能力との相関が，あやし

くなった。もちろん一生涯の能力を考えると絶対に外貌は必要である。それで私はこれまでに

貢献したことは認めるけれども，今後は能力検定に重点をおくべきだ。」と，永井（1961）は
（3汀82）

「今後もわが国において体型偏重が行なわれるならば，それは現実をはなれ，権威を背景とす

る価値体系への盲従であるという場合もでてこよう。時間の経過のうちに生物は変化し，学問

と技術は進歩する。つねに変転し前進する相にあって家畜の審査が旧態依然として体型偏重を

つづけるならば，無意味のそしりを免れず，真面目な行為はむろ滑稽となる場合もあろう。」

と述べている。

　これらに述べられているところをみると，けん引に適した役畜の体型に関する研究は非常に

困難さをもっているために，十到こ研究が進まず，ひいては。実用上の寄与を満足に果すこと

ができず夢ついには，それが重要視されないばかりでなく，極端な軽視さえうけるに至ってい

るように思われる。

　このような傾向は甚た遺憾なことであることであるけれども，重要視されるに足る十分な業

績をあげえなく，また，折角あげえた業績についても，納得せしめる説明に十分でなかったこ

となどについての責も否めないように思われる。

　著者は茅京都大学農学部上坂章次教授の指導をうけ，加藤正信助教授（現島根農科大学教

授）ほか多くの方々の協カを得て，「役畜のけん引機構に関する研究」を行ない，けん引に適

した役畜の生体条件（とくに，体型・体重）に関する基礎理論を明らかにすることができた。

そして，この理論に照してみるとき，この理論に合致する実に多くの内外の成績や説明のある

ことが知られる。しかし，これらの業績については，それらが納得されるための，十分な理論

づけ・大系づけに欠げるところがあったのかも知れない。この総説ではヲ著者の理論の大系に

したがい，内外の成績，説明を分類して収録し，それらの理論づけ，大系づけに資するととも

に，併せて，著者の理論の裏つけに資したいと思う。

I．回転運動の平衡機能上有利な生体条件
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60 盛　　政　　貞　　人

　役畜のけん引は，その体に働く回転運動に対する平衡機能が保たれながら，推進機能が果さ

れることによって行なわれる。したがって，けん引に適した役畜の生体条件は，これら回転運

動の平衡と推進（並進運動）との両面から論じなけれはならない。そしてまず，回転運動の平

衡上有利な生体条件について述べることとする。
　　　　　　（4・96），（5・47）

さきに・，r駐立した役畜にけん引をかけた場合の体の縦暫再に沿う回転運動の平衡条件」に

　　　　　　F・Dlh＋WパDgh＝O…・…・………・…式1

であることを証明し〔F1けん引量，D1h：けん引線～後蹄（回転軸として働く）垂直距離，

W・体重の回転能率関与量（一FまP’h），…重ト後蹄水平距離・，沈役畜がけ

　　　　　　　　　　　　（6・55）
ん引歩行する場合には，「反対後肢脱重始期（＝後肢の主回転軸期間始期）の体の縦断面に沿

う回転運動の平衡条件」

　　　　　　　　F・D庸h’十W；nh’・D艶“＝O　　　　　　　式2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bnh’が基本的に重要であること〔D皆h‘：反対後肢脱重始期（1）θ　）のけん引線～後蹄垂直距離，

W；・ポ・1bn㌦体重の回転能率関与島・艶ガ・lbn㌦重心～後蹄水平1巨離〕，そして，

「役畜がけん引歩行ができるための体の縦断面に沿う回転運動の平衡上の許容条件」は，この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bnh1平衡条件が完全にみたされるか，あるいは，肋　　の体重の回転能率関与量による回転能率

（W盲nh㌧D艶h！）が，けん引量による回転能率■（卜D監h1）より幾分優勢であることを実

験上から推論した。

　　　　　　　　　　　　F・D皆h！≦　W皇nh㌧D皇ポ

　　　　　　　　　　　　　　　（4・116）
　なお，式1申の1要素である「D1hのヲ役畜の姿勢的要素に基礎をおいての，幾何学的解

析」をつぎの如く行なった。

　　　　　　D1h：　（Hph－Dph．tanα）sin（90o一α）………・…・…1式3

　　　　　　　　　一…（鵠一t・・1）・・（…一α）　・式・

D暗h！も，これにならって解析できる。

　そして，これらの理論をよりどころとして，「けん引量のより大きい量による回転能率に平

衡しうる生体条件」はつぎのように推論することができる。

　1．Wpあるいは、W皇nh！が大であること。ひいては，体重そのものが大であること（式1

および2による）。

　体重は筋肉の発達と関係をもつことは勿論であろうけれども，このように，純物理的重力そ

のものとして，直接に回転運動の平衡上重要な役割を果すことが認められる。従来，つきに掲

げる如く，けん引には役畜の体重が重要な関係をもつことについての多くの報告がある。
　　（7・86）　　　　　　　　（8・534）　　　　　（9・103）　　　　　（ユ0・89）　　　　（1ユ・103）
　REYNOLDS（1882），YOUATT（1885）DYKES（1905），PLUMB（1906）OBRECHT
　　　　　　（12・211）　　　（13・66）　　　　　（14・291）　　　　（15・55）　　　　　（16・587）
（1908），今井（1914）PLUMB（1917），久合田（1934）、有馬（1942），　ANDERSON
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けん引用役畜そこ適する生体条件に関する内外の諸業績 61

　　　　（17・262）　　　　　　　　　　　　（18・107）　　　　　　　（19・7ユ2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20・16）

（1943），井口（1948），松本（1948），RICEおよぴANDREWS（1951），岡部（1959）らは

「けん引用馬（軸馬）は体重の重いものがよい。」と述べている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（21・222）
　体重に対するけん引力の割合　　KINGは「The　wa1k1ng　draft　of　a　horse1s　about50

per　cent　of　his　body　weight，whi1e　for　a　stead．y，continuous　pu11a　draft　of　fro皿one－

e1ghthtoone－tenthofh1sownwe1ght1sa11thatcanbexpected」と，森（1947）は
　（22・21）

「牛馬の場合には，直線的けん引の時最も多くのカを出し得るものであって，短時間けん引の

場合は，その最大けん引力は体重の2分の1と見傲されているが，コニルトァ氏，キング氏等

の研究の結果によると，1日8時間乃至10時間働かす時には，けん引カは体重の8分の1乃至

10分の1とされているので，理論的の計算には大低この値を用いている。」　と，SMITH　は
　（21・222）
「A　horse’s刎伽㈱〃〃舳4∫α41αrθ〃肋o〃to　be68to78per　cent　of　h1s　body　we1ght，as

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23，145）
reg1stered　by　h1s　pu11on　the　dynamometer，not　on　the1oad」と，高亀（1933）は「最大

鞠力は大体に於て体重に等しく，かつ，概ねこれと比例して増減する。」　と，BUHLE
　　　　　　（24・301）
（1934）は「Theク刎伽〃刎榊μ1Z　amounts　to70to100per　cent　of　the　body　we1ght」と，

　　　　　　　　（25・4）
羽部（1946）は「牛の瞬間最大けん引カの平均値は体重に対して大体12ρ～150％位に相当す

る。」と・また・同氏はr絆抵抗率［一平誰抗・…！の平均は・・・…であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　、　．　　　　　（26・219）
った。」と，KARLSENおよぴVOEIKOV（1049）は「Usmg▽eh1c1e　to　test9“co1d。一b1ood一”

horses　oマer50m，the伽ω〃刎刎炉αo肋θ！bκθd1d．not　exceed．62％of11ve　we1ght　when

tract1ve　res1stance　was　changed，but　when　tract1ye　res1stance　was　unchanged－max1㎜um

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27，201）
tract1∀e　force　was70～100％of11▽e　we1ght」と，田垣（1950）は「馬の瞬間鞠力は大体その

体重に等しく，短時間ならば体重の2分1位まで出し得るものであるが，1日8～10時間近くも

働く場合には，体重の8分1乃至10分1の鞠カで仕事をすることになる。これを普通鞠力とい

う。この場合車免カというのは馬の出カする真のけん引カを指すのである。」と，野田および申
　　　　　　　（28・6）
野（1951）は「ホルスタィン雑種牝牛の平坦路上に於ける持久鞠曳カは概ね体重の7％であっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29．87）最大けん引抵抗
た・」と・丸杉および菊池（1953）は「馬の　　　体重　　　は21％～35％の範囲で・平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30・22）
278％であった。」と，PRAWOCHENSKIおよぴPIOTRASZEWSKI（1953）は「The刎伽1一

刎肋zμZZ刎g力oωぴ，expressed．as　a　percentage　of　body　we1ght，was　greatest1n　pon1es

of　the　F〕ord　breed（ay　1005％for♂♂，936％for♀♀）Gudbrand－sda1〔Dφ1e〕horses

a1so　showed　h1gh　pu11mg　eff1c1ency（975％　for♂♂，813％for♀♀）　The　greatest

pu111ng　power　m　re1at1on　to　body　we1ght　for　any　smg1e　an1ma1was　d1sp1ayed－by　a

F〕ord　mare（1375％）　The　abso1ute血axmum1oad　of640kg　was　atta1ned　by　a　Dφ1e

sta1110n　The　poorest　ay　draft　performance　m　re1at1on　to　body　we1ght（362％）was

by　G1d．ran　mares　The　av　f1gures　for　the　other　brred－s　and．types　tested。（not1ess　than

1O　amma1s1n　each　group）were　as　fo11ows，S11es1an825％（♂♂），745％♀♀）　，
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Pozna丘786％（♀♀）　，Mazurs［East　Pru．ss1anコ759％（♀♀），乙ow1cz747％（♂♂）

；Jut1and　7Z4％（♀♀）　；Be1gian　and　Ard．emes69．9％　（♀♀）　；Be1gian69．4％

（♂♂）　，draft　mares　of　UNRRA　type680％，work1ng　mares（d，eve1oped　for　team

work）863％，Schagya673％（♀♀），Hutsu1660％（♀♀）　，G1d．ran　type　sta1110ns
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31・83）
601％The　tota1number　of　horses　tested　was751」と，庄司（1954）は「常用けん引力は一

般に体重の％～シ壬oに当る大きさを普通とするが，これは普通の速度で1日8～10時間位農事作

業をなさしめる場合であって，短時間になるとけん引力はこれに数倍して増加し、更にその極端

なる瞬間的最大けん引力は非常に大であって，常用けん引力の7～10倍に達し，略々体重に近

い程の大きさをも出し得る。故に，農作業上，何か障碍のため一時に大きな力を要する場合な

どでも畜カであるとこれを容易に押切って行くことが出来る便がある。」と，PRAWOCHNSKI
　　　　　　　　　　　　　　　　　（32・2ξ4）
およびPIOTRASZEWSKI（1955）は「L1ght　horses　we1gh1ng562kg．cou1d　pu11a1oad

we1gh1ng　abouユ77％of　the1r　bod．y　we1ght．Ard－ennes　and．Be1g1an　horses　（averagmg

697kg　　for　mares　and．773kg　for　sta1110ns）　cou1d－Puu　a1oad　of　about699％　　of　the1r

bo（玉y　we1ght，wh11e　mported．Jut1ands　of　about700kg　aYeraged－724％for　mares　and。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33・148）
622％for　sta1110ns」と，石原および吉田（1956）は「体重に対する最大けん引力の割合は

見島牛31．8～44．4％，平均37．5％，黒毛和種27．2～37．0％，平均30．8％であった。」と，また，

　　　　　　　　　　　　（34・521）
石原および吉田（1957）は「黒毛和種牝の各月令時におけるけん引カの体重比をみると1生後

12ヵ月では約15％程度であるが，以後，月令の進むにつれて急激に増大し，生後22ヵ月で成牛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35・297）
並みの34％に達する。」．と，新関（1957）ぽ「けん引力はけん引の条件にょって異るが，通常

体重に比例する傾向がある。牛も馬も連日の作業に堪えうる平均のけん引カとしてはけん引遠

度が常歩め時において体重の約シ｛O～％位のけん引力を出させるのが適当とされている。しか

し，農耕にはしばしば％～％程度で使役されている。」と，富永，浅井，高橋（久），高橋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36・111）
（英），沼川，木下，渡辺，針生，村田≡ら（1959）は「最大けん引カの体重に対する比率（％）

の平均は日本短角種26．3％，黒毛和種38．6％，ホルスタイン種28．3％であった。」と，薗村
　　　　　　（37・7）
（1961）は「連続作業の場合のけん引力夕すなわち，常用けん引力は体重のだいたいシトシ壬o

であるとされている。しかし，短時間の最大けん引力は体重の約％に達し，また瞬間的には体

重にほぼ等しいか，あるいはそれ以上のけん引力を出すこともできる。」と，上坂（1965）は
（38・102）

「一定距離を引く最大けん引力は牛，馬では体重のおよそ30～35％の抵抗に相当する。持久け

ん引カは連日長時間にわたって発揮できるけん引カであるが，これは牛馬では体重の10～12％

の抵抗に相当する。」と述べている。’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16，587）
　体重とげん引力との相関’ANDERSON，MADSONおよびSMITH（1940）は「A607γ一

θZ励0〃脇眺θ〃ろ0み閉¢g肋α”炉αo肋θμ1Z　of06has　been　shown　m　dynamometer
　　　　　　　　　　　　　（25・28）
tests」と，羽部（1946）は「体重と平均抵抗との相関率はγ＝0657±O067であった。」と，
　　　　　　　　　　　　（39，296）
石原および吉田（1952）は「黒毛和種の体各部と最大けん引力との間の相関係数の最大は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40・154）
体重の，十0，658であった。」と，石埼，本沢，篠原，小山ら（1954）は「水田の耕起面積と体重
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との間には十092の強い正の相関が認められ，危険率1％で有慧である。耕起面積の体重に対

する回帰は危険率25％の場合においても直線性を否定し得ず，回帰方程式はy（m－2）＝2．59”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40・ユ55）
（kg）十440であった。」と，また，彼らは「馬に4輸軍（自重300kg）を6001n鞠曳せしめた最

大鞠曳カ試験における最大荷重（馬車及び積荷の合計重量）は体重と極めて強い正の相関を示

し，相関係数は十〇．98で危険率1％で有意である。その体重に対する回帰の直線性は危険率10

％で否定し得ず，回帰方程式を求めると，γ（kg）＝6．24”（kg）十50である。最大荷重の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（41・6）
体重に対する割合は520～710％の範囲にある。」と，岡本，伊藤，黒肥地ら（1955）は「褐毛

和牛の体重と最大けん引カ．との相関係数は十〇．37で1％水準で有意であった。」と述べている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22・22）　，　　（37・　8）　，　　（42・33）
　体童とけん引力との関係式：KIN－Gは農馬の体重を考慮に入れて，「速度とけん引力との関

係は次式によって求められる。

　　　　　　P＝C・力
　　　　　　　　　S

P：けん引カ（速度弘～4皿i1e／hの間で，1日10時間働く場合），S：速度（皿i1e／h），ク

’体重の％～シ壬o（速度251m11e／hの場合のけん引力），C：定数25」と、田垣（1950）は
（27，201）

「1日10時間，1時閻1～4マイルの速度で働くとき，けん引力は次の実験式を示すものであ

る。

　　　　　　　　　C　F　　　　　　p二
　　　　　　　　　　S

Sは上記時速範囲内任意の速度，Pはそのときのけん引カ，Cは定数で25，Fは25マイル時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31・84）
遠のときのけん引カで体重の8分1～10分1」と，庄司（1954）は「米国のKINGは馬の場

合における変化するけん引カは速さに反比例するという関係を前提して，

　　　　　　P！＝C×P／y

の式を与えている。p！＝馬の速度vの時のけん引カ，C＝2．5（実験係数），P＝2．5mi1e／h

の時の馬のけん引カ（体重の％～｝壬oの大きさ）、y＝馬の速さ（弘～4m11e／hの間とする」
　　　　　　　　　　　　　　　　（22’16）・（27’192）、・（42・29）
と，ワットは蒸気機関発明当時，「体重1500ポント（約680kg）の馬が1時間25マイルの遠さ

で働くときヲその体重の10分1，すなわち，150ボンド（約68kg）のけん引カがあることから，

次式によって馬1頭の出力を求め，これを馬カと呼ぶこととする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　1500ボンド　　　2．5マイルx5280フイート×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　＝33，000フイーいポンド1分（1PS）
　　　　　　　　　　　60分

　これを米法にすると，

　　　4000m．680kg
　　　　　　　　　　10　　＝75kglm1秒（1PS）または（1HP）
　　　　　3600秒

　　　　　　　　　　（27・193）
」と・田垣（1950）は「体重とけん引カとが実験上比例するので睾次の式で，馬の体重から馬

カエ率を算出し得る。
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　　。。、・・…（体等1kg、…（体重）・・」と，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27
　　　　　　　　　3600×75
　　　　　　　　　　　（43・221）
また，田垣（1951）は「馬の普通の速度（1秒11m）を基準にして働かせるとき，680kgの

馬が1馬カになるから，これに準じて馬の馬カを体重別に次の式によって概算することができ

る。

　　　　　　　体重kg
　　　　　　　　　　　　＝馬カ　　　　」と，
　　　　　　　680kg

　　　（31・84），（23・131）
武田は「輸馬に対する常用輸引力F（kg）はつぎの実用式によって算定できる。

　　　　　　F二G－400（v）一215T
　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　8

G＝鞠馬の体重（kg），▽＝鞠馬の速度（m／sec），T二1日の作業時間（hL），　ただし，

鞠引力は多少，鞠革の傾度に関係する故，上式のFは鞠革の傾度6o～7◎の場合とする。」と，
　　　　　　　　（44・19）
野村（1964）は「馬の労働強度は次式によって算出される。

　　　　　　　　　　　　　Zゴ　　　　　　労働強度＝一
　　　　　　　　　　　　　之W

Z：ダイナモメーターで計測した低抗，61ひっぱった距離，玄：その仕事をやりのけた時間，

W：体重」と述べている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45・243）
　体重に総体として関係ある体型とけん引力：加茂（1947）は「歴史的には重種系馬の今目の

形態の発生はとくにローマ時代に遡られる。すなわち，ローマ人がケルト人から西洋種の馬を

手に入れて後，彼等は当時の所謂ローマ街道を通じて軍隊や物資を輸送するためにこの馬を選
　　　　　　　　　　　　　（46・111）
んだ。」と，池松（1911）は「鞠馬は体の　般が重大なるものがよい。」と，OBRECHT（1908）
　　（11・103）

は「Drafter1s　a1吻W鋤horse」と述べている。馬政局長官宛陸軍次官通牒（1938）によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42・17）
る「軍馬の資格及ぴ能力に関する標準」には「翰馬は体量豊かなること」と，東北種馬登録協
　　　　　　　　　　　　（47・29）
会の「種馬審査標準」には「鞠馬は体量のあるもの。」　と述べられている。小津（1949）は
（48・46）

「鞄馬の標準を要約すると、第一に体量が豊かであること，体量豊かということは体積に富む

ということで，体重が重いということとは一寸意味が違う。すなわち，胸は深く肋が良く張っ

て居って豊円で，腹部は充実して居って尻は巾も長さも十分にありからた全体に弾カのある筋

肉が盛り上る様に充実して居って，一寸見た感じは胴太でどっしりとして居るが，しかも全体が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20・16）
伸々として余裕があることである。」と，岡部（1959）は鞠馬は体量体積に富むこと。」と，小
　　　　　　（49・720）
沢（1914）は「遅き重挽馬は体積あるものがよい。」と述べている。

　体重の重いことに関係すると考えられる体の部位とけん引力（ただし，ここでは，推進力に

関係することが大きいと考えられる後躯関係の部位は一応おき，前身厘1申躯関係の部位に隈っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50・1～2）　，　　（51・30）
てとりあげることとする）：石埼（1949）は「体重と体各部位との相関のうち，胸囲が最も強

き相関」，γ＝十0778±O010を示すは注目すべく，馬に最も要求せらるるは体重なるに

より馬の判定上胸囲を一層重視する要がある。その他，体重と胸巾はγ；0621±0016，
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体重と腰巾はγ＝0709±O013であった。」と述べている。農商務省令第5号（1938）
　　　　　　　　　　　　　（52・229）
「種牡馬体型標準」には，「体高に対する胸囲百分牽が軽種茅理想1130以上，合格1100以上，

申間種，理想1150以上，合格1120以上なるに対し，重種，理想1180以上，合格1160以上。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（52・229）
と，畜産局長通牒（1927）による「特選牝馬役種別登録体型標準」には「体高に対する胸囲百分

率が軽乗馬113．O以上，重乗馬114．O以上に対し，軽鞠馬115．O以上，重鞠馬118．O以上，小格翰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（53・33）
馬116．O以上。」と定められている。高亀（1933）は「諸家の説ならびに測定成績を綜合するに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23・
胸囲率は，輸馬は其大なるを貴び乗馬は申庸を可とせらる。」と，また，高亀（1933）は「胸
ユ59）

囲は鞠曳作業量及び最大車免力と相当密接の関係を示す。」と，本沢，石埼，篠原，小山ら（1960）
（54・112）

は「馬の体重と胸囲との相関はγ＝O．98（危険率1％の場合有意）であった。」と，また，

同氏らは「胸囲と水田の4時間の耕起面積との相関係数は十092，胸囲と水田の耕起土壌体積

との相関係数は十089（ともに，危険率1％の場合有思）であった。」と，肛CKETTS（1923）
　（55・8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（56・460）　　　　　　　　　　　　（57・113）　　　　　　　　　　　　　　（49・398，　720）

は「扮θ励んmeans　weigh仁」と，原島（1907），GAY（1914）；小沢，（1914），PLUMB
　（13・62）　（16・587）　　　　　　　（17・262）　　’　（18・108）　　　（20・16）
（1917），ANDERSON（1943），井口（1948），松本（1949），岡部（1959）らは「車免馬は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（58・71）
体巾が広いものがよい。」と，羽部（1925）は「農用牛は体躯の巾適当に広いものがよい。」と，
　　　　　　　（12，213）
今井（1914）は「重鞠馬は胸前の巾の広いものがよい。」と述べている。軍馬管理規則（1937）
　　（59・938）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39・
には「輸馬は胸前の巾広いものがよい。」と定められている。石原および吉田（1952）は「黒
298）

毛和種の肩巾率とけん引カとの相関はγ＝0538で比較的強い相関を示している。」と，岡本，
　　　　　　　　　　　　（41・6）
伊藤，黒肥地ら（1955）は褐毛和牛の肩巾と最大けん引力との相関はγ＝十〇．35（1％水準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60・46）
で有思）であった。」と，岡本，大坪，小川，増満洲ら（1956）は「褐毛和牛の肩巾と最大仕

事率［一所要隷緒品竺鶉単位〕との相関係数は・…（・・水準で有

　　　　　　　　　　　　　　　　　（61・281）
意）であった。」と，井口（1926）は「役牛の中騒の巾は広いものがよい。」と，上坂（1949）
　（62・12）

は「けん引作業用の優れた役畜としては，共通的に具備すべき根本的な条件の1つとして，申
　　　　　　　　　　　　　（56・460）　　　　　　　　　（14・2992）　　　　　　　　　（20016）

躯の巾に富むこと。」と，原島（1907），久合田（1934）岡部（1959）らは「挽馬は胸巾が広
　　　　　　　　　　　　　　　　　（23・153）、
いものがよい。」と，高亀（1933）は「車笛重及ぴ砲兵鞠馬共に胸巾牽27％以上のもの最大車免力に
　　　　　　　　　　　　　　（ユ・ユユ7）
富めり。」と，羽部（1941）は「農用牛は胸巾の広いものがよい。」と，石原および吉田（1952）
　　（39・298）

は「黒毛和種の胸巾率とけん引力との相関はγ＝十0353であった。」と，岡本，伊藤，黒肥地
　　　　　　（41・9）
ら（1955）は「褐毛和牛の胸巾と最大けん引カとの相関はγ：十〇．47（1％水準で有意）であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60・46）
った。」と，岡本，大坪，小川，増満洲ら（1956）は「褐毛和牛の胸巾と最大仕事率との相関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7・86）　　　　　　　　　　　　　　　（14・292）
係数は十046（1％水準で有意）であった。」と，肥YNOLDS（1882），久合田　（1934）ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7・86）　　　　　　　（56・460）　　　　（14・292）
は「翰馬は背巾が広いものがよい。」と，REYNOLDS（1882），原島（1907），久合田（1934），
（20・16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（63・59，62）岡部（1959）らは「虹馬は腰巾が広いものがよい。」と，三毛（1887）は「すこぶる牽力に富

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39・299）
む北デボン種牛の腰巾は広い。」と，石原および吉田（1952）は「黒毛和種の腰椎巾率とけん

引カとの相関はγ＝十0374で有思な正の相関を示しているので腰椎巾は広いほどけん引カが

強いことが解る。」と述べている。
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　2．皿ghあるいはD艶h’が大であることく式1および2による）。・このことに関係して，

　a．体長が長く，騒幹および後肢が強いこと。

　従来，このことに関係してつきの如き報告がある。体長の長いこと　DUERST（1922）は
　（64・138）
「PINTER　ste11t，，d．es　gα脇θ〃ムθあβ3ム脇g召‘‘noch　a11en　and．eren　MaBen　voraus」と，

　　　　　　　　（65・100）　　　　　　　　　　　　　　　　　。
伊藤（1937）は「軸曳馬は体長尺が大きい。」と，PRAWOCHENSKIおよぴPIOTRSZEW一
　　　　　　　（66・289）
SKI（1954）は「The　best　type　of　horse　for　agr1cu1tura1porposes1s　a　Zo〃g一みo荻θ6an1ma1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（54・113）
of血ed1u皿s1ze（500～600kg）。」と，本沢，石埼，篠原，小山ら（1960）は「馬の体長と水

田の4時間の耕起面積との相関係数は十095，体長と耕起土壊体積との相関係数は十092（と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（δ9・938）
もに，危険率1％の場合有意である）であった。」と述べている。、軍馬管理規則（1923），陸密

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（67・38）
第1089号をもって陸軍大臣から農林大臣に要求された（1938）「軍馬の資格及能力に関する標
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42・17）
準」，馬政局長官宛陸軍次官通牒（1938）による「軍馬の資格及能力に関する標準」，農林省
　　　　　　　　　　　　　（47・37）
から発表せられた（1951）「馬の改良およぴ生産方針」，第一回東北七県連合畜産共進会に際
　　　　　　　　　　　　　（68・87）　　　　｛　　　　　　　　　（47・29）
して（1953）用いられた「種馬審査標準」，東北種馬登録協会の「種馬審査標準」等には「輸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15・55）　　　　“（48・47）
馬は長躯であること。」と定められており，有馬（1942），小津（1949）らは「鞠馬は長躯であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（69・　5）　，　　（2　・50）
ること。」と，KRUGER（1957）は「SCHAFER　（1936）　hat　be1Wamb1utpferden　m

Zug1e1stungspru．fungen　gew1sse　Bez1ehungen　zw1schen　Rumpf1gke1t　（Rumpfbre1te　：

Ru皿pft1efe），re1at1ve　H雄tbre1te，re1at1ve　Umd．reherbre1te，R〃刎がZ肋gθund．Zug1e1stmg
　　　　　　　　（46，111）
festgeste11仁」と、池松（1911）は「鞠馬にありては胴長は乗用よりも長いのがよい。」と，藤

　　　　　　（70，476）
村（1956）は「輸曳カは胴長の長いものほど強カである。従って馬よりも牛が鞠曳に適す。」と，
　　　　　　　　（53・32）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（71・119）
高亀（1933）は「砲兵娩馬の前躯長は長い。」と，PLUMB（1920）は　「The　genera1body

conformat1on　of　the　sta1110n　of　d．raft　horses　shou1d　showμ伽妙oゾ1伽9・扮o〆〃z㌶∂Zθ」と，

　　　　　　　　（12・227）
今井（1914）は．「鞠馬にありては背長は長きに失するも大なる支障なし。」と，高亀（1933）
　　（53052）
は「軍馬外貌学教程に日く，長背に強靱の筋を具備せば翰馬として却って利あり。」と，また，
　　　　（53・55）
同氏は「鞠馬の背長の体長比は62～63％にして，乗馬に比し長し。」と，岡本，伊藤，黒肥地
　　　　　　　（41・9）
ら（1955）は「褐毛和牛の腰長と最大けん引カとの相関はγ＝十〇．35で有意であり，体重の影

響を除いた腰長と最大けん引カとの偏相関の係数も十026で有一思であった。」と述べている。

　躯韓およぴ後肢の強いこと　（ただし，後肢の強さについての業績は，　「皿　推進機能上有

利な生体条件」においてとりあげるところと重複するきらいがあるので、ここでは省略する。）
　　　　　　　　　　　（71・119）
　．PLUMB（1920）は「The　genera1bod．y　conformat1on　of　the　sta1110n　of　d．raft　horses

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エ・117）
shou1d　show6Z03伽郷げ60妙Z加g　and5肋〃g流o〆ろαo是．」と，羽部（1941）は「農用牛は背

は真直のものがよい。接背，凸背，凹背などはよろしくない。背巾も相当にあり，肋の附着状

態もよろしく，張りのよろしいのがよい。腰は背から平らに続き広く，強くなければなら
　　　　　　　　　　　　　　（62・12），（72・65）
ぬ。」と，上坂（1947）は「けん引作業上優れた役畜としては，背及び腰のしっかりして丈夫
　　　　　　　　　（48・49）
狂こと。」と，小津（1949）は「鞠馬は強筋充実して背腰強くカ量に富むこと。強筋が充実し

ているということは背，腰，股等の筋肉がとくによく発育して堅ぐしまり，しかも弾力があっ

sokyu



けん引用役畜に適する生体条件に関する内外の諸業績 67

て盛り上る様に充実して居ることである。その上，背腰の骨組みも正しくがっちりして如何に

もカがあるということである。」と述べている。

　b．一重心が前寄りにある体型であること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（73・59）
　このことに関係して・つぎの如き報告がある・HAYES（1930）は「石o∂伽舳桓肋θ5卿ケα4ツ

〃z彦血θ　1bブθ一んαη∂，　1s　an　advantage1n　draught，for　the　greater1t1s，　the　nユore　effect1Ye

w111be　the　push　agamst　the　couor　caused－by　the　centre　of　grav1ty　fau1ng　beyond　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74・罫）
base　of　supPort」と，DUERST（1931）は「W1r　sehen　ubr1gens　auch　bem　Pferde，be1den

Last－und　Zugpferd．en，　s1ch　d1ese肋和rθAげ肋ηg〃zg　ゐ3Rz柳ψ声3ausb11d．en　we11

dadurch　der　Korperschwerpunkt血ehr　nach　yom　▽er1agert　und．so　bessere　Zug＿

w1rkung　1血Ku㎜皿et　erz1e1t　und．g1e1chze1t1g　d1e　Bewegung　der　H1nterg11ed．er　ent1ast＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23・壬32）
et　und　er1e1chtert　w1rd」と，高亀（1933）は「ダウイドソン，ヂェーズ氏共著「アニマルモ

ーター」と題せる書に日く，体重は主として後肢を支点として保たるる傾向あるが故に重心は

則方に位置すること車免曳に利あり，肩の重量は輸曳能カを増加する故に肩の重きものは翰曳に
　　　　　　　　　　　　　　　（25・42）
有利なり。」と，羽部（1946）は「平地けん引の場合には，　般的にいうならば，前肢の負重

の比較的大なるもの即ち重心の前進したもの，所謂前勝ちの体型が適するということができ
　　　　　　　　　　　　（62・13）　，　　（72・66～67）
1る。」’と，上坂（1947）は「平地に於て重荷を運搬する場合の体型は，均称上からいえば，前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25・31，　32）
勝ちであって後躯の軽いものがよいことになる。」と，羽部（1946）は「前勝率

（一前肢負腎繋負担重）が大なる程大体1乙於て役用型の一部の条件に適11のとな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39・297）
る。和牛牝の前勝率は12％である。」と，石原およぴ吉田（1952）は「黒毛和種の前勝牽とけ

ん引カとの相関はγ＝十0523で比較的高い正の相関が認められ，けん引の強さと前勝率とは
密接な関係があることを示している。」と，鮒（。。。。）は臨畿は前肢の体重負担が多く

重心の則方にあるものほど強大である。従って牛では牡の方が牝よりも輸曳に適している。」
　　　　　　　　　　（75・51）
と，望月（1918）は「重曳用の役用種としては前騒やや童いものがよい。」と，井口（1926）
　　（61・279）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（65・109）
は「役牛として用うるものは前躯殊によく発逢したものがよい。」と，伊藤（1937）は「鞠曳

馬は体重の増大に伴ない，頭頸の重厚，前肢の厚度を絶対的具備条件とする。」と，BONNE一
　　　　　　　　　（76・169）
FONT（1908）　は「Le　cheva1de　hama1s　pourra1t　pooss6der1es　m§mes　qua11tξs　de

conformat1on　que1e　cheya1de　se11e，11n’en　sera1t　pas　p1us　ma1pour　ce1a，ma1s　ces

qua11tξs　ne　sont　pas1nd1spensab1es註　son　adaptat1on　，　auss1，　Pour　1u1，　Peuton　se

montrer　p1us　md．u1gent　sous1e　rapport　d．e1a　confomat1on，pourva　que　rensemb1e　s01t

harmon1eux　et　que1e　geste　a1t　du　br11eant　C’est　a1ns1que　renco1ure，nous1’a▽ons　d．6担

d1tpourraεtre　p1us　m－ass1▽e，　Pour∀a　qu’e11e　s01t　greff6ehaut　et　b1en　portξe」と，

　　　　　　　　　　（73・60）
HAYES（1930）は「The　cart－horse　ought　to　have　a加〃ツ解6尾as　weu　as刎α55〃63んo〃一

　　　　　　　　　　（59・938）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42・17）
却5．」と述べている。軍馬管理規則（1923），馬政局長官宛陸軍次官通牒（1938）による「軍馬の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（47・37）
資格及能力に関する標準」，農林省から発表された（1951）「馬の改良および生産方針」等には
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15・55）　　　　　　　　　（48・47）
「輸馬は厚頸であること。」と定められ，有馬（1942），小津（（1949）らは「鞠馬は厚頸で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7・86）
あること・」と・REYNOLDS（1882）は「A　horse　required・to　mo∀g　heavy　weights　ought

to　Posses丹0刎伽ク砿5ゐ0”帆」と述べている。

　3．D1hあるいは⑰皆h二が小であること’（式1および2による）。このことに関係して，

　　a．水平けん引（α二〇〇）の場合には〔この場合のD1hを計算すれば，DIh＝（Hph－

Dpいtanα）sin（90o一α）二（Hph－O）×1：Hphとなるから〕，貫ph華るいは虹鵠甘が

低いこと（式3からして）。ひいては、体高が低いこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bnhク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理ph　　　　　昼ph
　　b角度けん引の場合には（式4からして）・・。・あるいは柑が小であるこ

と。ひいては，体長に神して体高が相対的に小であること。

　従来，これらaおよびbにおいて述べた体型に関係してつぎの如き報告がある。
　　　　　　　　　　　　　　　（7・86）
　REYNOLDS（1882）は「A　horse　requ1red－to㎜ove　heavy　we1ghts　ought　to　be’〃αr肋θ

　gヅ0〃〃」

　　　　　　　　　　　　（14・291）
と，久合田（1934）は「重輸馬の体型は地低であって体長は体高より長い。」と，小津（1949）
　（48・49）

は「輸馬は地低であること。地低とは馬の躯幹が良く発育しセ長身厘でありしかも肢が長くない

ということで，同じ面積の方形で言えば，正方形でなく縦よりも横に長い長方形ということに
　　　　　　　　　　　　　　　　　（20・16）
なる。」と，岡部（1959）は「軸馬は地低なこと。胸深く，肢長でなく両者が略等しいこと。」と，

　　　　　　　　　　　（11・104）．
OBRECHT（1908）は「The　he1ght　of　the　d．raft　horse　shou1d．resu1t　from　depth　of　boby

rather　than1ength　of1eg　　1n　fact　as　a　ru1e　the刎θ6伽〃z3んoけZθg9θ6horses　possess　more

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（57．113！．
endurance　than　those　w1th1ong1egs」と，GAY（1914）は「Stab111ty　of　equ111bnum　1s

the＝measure　of　power，therefore，the　essent1a1features　of　power　horse　type　are　those

wh1ch　contr1bute　to　or1nsure　stab111ty　of　equ111br1um　and　muscu1ar　d－eマe1op血ent　One

of　the　factors　of　the　former1s　Zoω吻肋秘　Low　stat1on，d．etermmed　by　shoutness　of

1egs，　1ncreases　the　stab111ty　of　equ111br1unユby　br1ng1ng　the　centre　of　grav1ty　as　near

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（77・12）
as　posib1e　to　the　base　of　supPort．」と，葛野および吉富（1938）は「DUISBURG（1927）

はけん引力がその動物の体構に関すること極めて大なる例証として，頑強にして短脚のものと，

体重大なるも薄手にして高脚のものと較ぶるに，けん引力は前者大にして，水牛の如きも同体

重の一般牛に比しけん引カは遙かに大なること。また，ズダン（Sudan）地方のポニーはアラ

ブ（Arab）よりもけん引カ大にして，ロシァ及びバルヵンの頑丈にして低位なる土産馬も亦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（77・13）
この例に漏れさることを挙げ居れり。」と，また，同氏ら（1938）は「水牛は印度牛に比し動

態最大けん引力及び平均けん引力の実測値小なるに拘らず，体重に対する関係数が最大を占む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（78－4）
るは，体頑健にして低位なるに由来するものの如し。」と，HARPER（1915）は「In　fomthe

heavy　type　of　horse1s　Zoω3功and．the1egs　rather　short，　so　that　the　d．1stance　from　the

chest　to　the　ground－1s　abaut　one－ha1f　the　he1ght　from　the　w1thers　to　the　ground」と，

…M・（・・。。）は㌣鴉．f。士m．f．hed，af．h。、、e、・hede。。h．fb．d。。h、。、。hthech、、ち
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and　the1ength　of　the1eg，shou1d　be　much　the　same，these　proport1ons　gmng　the

an1㎜a1what1s　termed．a　Zoω鋤appearance，brmgmg　h1s　we1ght　comparat1ye1y　c1ose

to　the　ground，thereby　enab11ng　h1m　to　use1t　to　the　best　ad∀antage」　と，CAMICI
　　　　　　（179・5）
（1934）は「A　gooa　art111ery　horse　shou1d－beカκZツ1oω　3砿，the　d1stance　from　the

stemum　to　the　ground　was　found　to　be　equa1to　about　ha1f　the　he1ght　at　w1thers」と，

　　　　　　　　　　　　　　（80・997）
ENSMINGER（1950）は　「Power　rather　than　speed1s　des1red　In　order　to　possess　th1s

power，the　d．raft　horse　shou1d．be　b1ocky　or　compact，Zoω滅or3んoれZθgg6∂，and

suff1c1entIy　heaYy　to　enab1e　h1m　to　throw　the　necessary　we1ght　mto　the　co11ar　to　moye

heaW1oad　and　at　the　same　t1me　mamtam　a　secure　footmg」と，RICEおよびANDRE一
　　　　　　　　（ユ9・712）
WS（1951）は「Draft　power　ca11s　for　a肋o－3功an1ma1」と述べている。軍馬管理規則
　　　　　　　　（59・38）
（1923）には「輸馬はやや低身であること。」と，第　回東北七県連合畜産共進会に際し（1953）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（681，555）
用いられた「種馬審査標準」には「鞠馬は低身であるもの。」と定められ，高亀（1933ジは
（23・132）

『ダウイツドソン，チエーズ氏共著「アニマルモーター」と題せ一る書に目く，低身長彊の馬は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18・107）
高尺短身厘の馬よりは輸曳作業に有利なり。』と，松本（1949）は「輸馬，農馬は輸曳が目的であ

るから，肢はやや短かく，即ち低身で，体長は体高に比較してやや長いものがよい。」と，
　　　　　　　　　　（69・5）
KRUGER（1957）　「DU　FAU　und－M1tarbe1ter（1956）fordem　em，，Kub1sches‘‘〃κかzgθ5

1：声〃m1t　guten　Charakter　be1Genugsamke1t　und．Lang1eb1gke1t，und　we1sen　auf　d1e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10・89）
Bedeutung　der　Muske1f1ache　hm」と，PLUMB（1906）は，「The　genera1conformat1on

of　the　draft　horse1nvo1ves　a　comparat1∀e51zor肋棚and　strength　of　Z倣必」と，GA皿）AB一
　　　　　　　　　　（81・15）
UROV（1949）は，「In　order　to　pr0Y1de　tract1ye　force　the　draft　horse　shou1d　haye　Zθg5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12・213）
that　areブθZα肋θZツ3んoけ1n　proport1on　to　body1ength」と，今井（1914）は「四肢短大な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74・83）
る如きは乗用には不可なるも重鞠用としては良好なり。」と，DUERT（1931）は「So　kom－

men　w1r　konstrukt1マmechan1sch　zum　Sch1usse，daB　e1n　Mastr1nd　runden　Brustkorb　be1

n1edエ1ger　Aufhangung　haben　muB，wenn　es　uberhaupt　v1e1Muske1f1e1sch　an　emem

1anggestreckten　Vorderte11e　aufwe1sen　so11　Aber　auch　em　Arbe1tst1er　kann　so　sem，

we11es　d．ann　stab11er　und　zugkraft1ger　se1bst　m1t肋㍑θrθ〃励刎θ〃gehor1g　auszuschre1ten

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（64・143）
vermag」と，DUERST（1922）は　「De皿entsprechend．ze1gt　we1ter　d1e　Frequenz，d．aB

schon　von　dem01denburgertypus　d．es　Kaross1erpferdes　an70％a1Ier　Stuten　me1ner

Messungen　Z伽9閉伽脇g．Sind，Y0n　SchrittPferden　sogar　fast95％；」と，小沢（19！4）
　　（49・720）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（53・30）
は「遅き鞠馬にはその体型が低きものを選択する。」と，高亀（1933）は「娩馬は低方形のも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27・77）
のを可とす。」と，田垣（1950）は「鞠馬の般標準として，体型は低方形である。」と、高亀
　　　　　　　（23・150）
（1933）は「鞠曳持久カ，最大鞠カ及び行進速度共に優秀なる成績を示せるは体長牽

（一鯖）…一・…の1のと九即ち較馬は側望上正方形乃至長方形の1のを可とし・高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（82・17～18）
方形のもの及び遇長方形のものは共に適当ならずと認むべし。」と，葛野（1933）は「役用と
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して重要な朝鮮牛について研究し，胴長のき甲高に対する比は，平均♂1173％，♀1172％で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（83，122）
あった。」と，MADROFF（1936）は「The1arge　Non1us1s　an　exce11ent　art111ery　horse，

the　sma111s　espec1a11y　va1uab1e　to　the　sma11famer　Measure二nユents　of323anima1s

belong1ng　to　both　strams　gaYe　the　fo11ow1ng　mean　f1gures〔1arge　Non1us　g1ven　f1rst〕l

h1ght　at　w1thers16511cm，15828clm，body1ength170　82cm，16125cm」と，伊藤
　　　　　　（65・i01）

（1937）は「本邦産馬の体尺百対体長比の調査成績は乗馬1049％に対し，輸馬1143％であっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（84・　9～12）
た。」と，石埼，菱沼，戸原ら（1947）は「体長の体高指数は乗馬の興型的のもの及びこれに

次ぐもの102．2±O．22に対し，鞠馬の典型的のもの105．6士O．28，鞠馬に準ずるもの104．5±O．13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（85・258）
であった。」と，石原，大川，土屋，吉田（正），吉田（武），山内ら（1952）は「体長の体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（86・356）
高に対する比率は無角和種1183，黒毛和種1186であった。」と，木村（1946）は「SETTEG－

ASTの成績によると・体長に対する体高の比率は軽種g6％に対して夕重種83％であった。」
　　　　　　　　　　　　　　　（39・297）
と。石原および吉田（1952）は「黒毛和種の体高に対する体長の割合，すなわち，俸長牽とけん

引力との間の相関係数は十〇．193でヲ体の伸びとけ、ん引カとの関係怯僅か乍ら認められる。ま

た，けん引カを大（150kg以上），申（130～140kg），小（120kg以下）に区別してク各区に属

する牛の体長率の平均を求めてみると，けん引力と体長率との間には一定の関係が認められな

く，むしろ体長率の申等のものがけん引力の最大の結果を示している。」と，吉田　（1959）は
（8ハ22）

「石原らは和牛の役用体型として次のように結論を得ている。すなわち，体長は長遇ぎない

で，前躯1申魑・後躯の体長に対する割合が適度である。」と，岡本，伊藤、黒肥地ら（1955）
　　（41・11）

は「褐毛和牛の体長率は最大けん引力に対してγ＝十030という有思の相関を示し，体重の影

響を除いても，十025という有思の偏相関を示している。率に関する偏相関にはあまり意味が

ないとしても「胴伸びょく」という字句は役用体型の標準としても望ましいようである。」と

述べている。

　体長に関する石原らの成績と，岡本らの成績には幾分異った趣がみられるが，石原らの用い

た水平けん引においては，岡本氏らの用いた角度けん引の場合と異って，体長率が大で，体長

が長くても，DlhあるいはD暗h！を小とする効果が理論的（式3による）に現れてこないこと

を述べておく。
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